ゆうとう もつ 

一 人の 遊蕩の 子 を 描写して 在る ゆえ を 以て、 その 小 

説 を、 デカダン 小説と 呼ぶ の は、 当るまい と 思う。 私 

は 何時でも、 謂わば、 理想 小説 を 書いて 来たつ もりな 

ので ある。 

大 まじめで ある。 私 は 一 種の 理想主義 者 かも 知れな 

い。 理想主義 者 は、 悲しい 哉、 現世に 於いて その 言動、 

やや 不審、 滑稽の 感を さえ 隣人た ちに 与えて いる 場合 

が、 多い ようで ある。 謂わば、 かの ドン. キホ ォテで 

ある。 あの人 は、 いまでは、 全然、 馬鹿の 代名詞で あ 

る。 けれども 彼が 果して 馬鹿で あるか、 どうか は、 そ 

れに 就いては、 理想主義 者の みぞよ く 知る ところで あ 



しまった。 そうして、 私 は、 この 好色の 理想 を、 仮り 

に 名付けて、 「ロマンチシズム」 と 呼んで いる。 

すでに 幼時より、 この ロマンチシズム は、 芽生えて 

いたので ある。 私の 故郷 は、 奥州の 山の 中で ある。 家 

に 何 か 祝い ごとが あると、 父 は、 十 里 はなれた A とい 

う 小 都会から、 四、 五 人の 芸者 を 呼ぶ。 芸者た ち は、 

それぞれ 馬の 背に 乗って やって来る。 他に、 交通機関 

が 無い からで ある。 時々、 芸者が 落馬す る こと も あつ 

た。 物語 は 私が、 十二 歳の 冬の ことであった。 たしか、 

父の 勲章 祝いのと きであった。 芸者が 五 人、 やって来 

た。 婆さんが 一人、 ねえさんが 二人、 半玉さん が 二人 



等 学校の 生徒で ある。 すでにもう 大人に なった 気持で 

ある。 芸者 買いした つて、 学校から 罰せられる こと も 

なかった し、 私 は、 今 こそと 思った。 高等学校の 所在 

する その 城下 まちから、 浪の いる 害の A という 小 都会 

まで は、 汽車で 一時間く らいで 行ける。 私 は 出掛ける 

ことにした。 

二日つ づきの 休みのと きに 出掛けた。 私 は、 高等 学 

い \ い 、， +6 まう 

校の 制服、 制帽の ままだった。 謂わば、 弊衣破帽 であ 

る。 けれども 私 は、 それ を 恥じなかった。 自分で、 ひ 

そかに、 「貫 一さん」 みたいだ と 思って いた。 幾 春秋、 

忘れず 胸に ひめて いた 典雅な 少女と、 いまこ そ 晴れて 



逢いに 行く のに、 最も ふさわしい ロマンチックな 姿で 

むし 

あると 思って いた。 私 は 上衣の ボタン を わざと 一 っ撵 

やつ す さ 

リ 取った。 恋に 窶れて、 少し 荒んだ 陰影 を、 おのが 姿 

に 与えたかった。 

A という、 その 海の ある 小 都会に 到着した の は、 ひ 

るす こしまえ で、 私 は そのまま 行き 当りば つたり、 駅 

か つぼう 

の 近くの 大きい 割烹店へ、 どんどん はいって しまった。 

私に も、 その 頃 はま だ、 自意識 だのなん だの、 そんな 

けがらわし いもの は 持ち合せ 無く、 思う こと そのまま 

行い 得る 美しい 勇気が あつたの である。 後で 知った の 

だが、 その 割烹店 は、 県知事 はじめ 地方 名士 をのみ 顧 



てから、 答えた。 浪 という 芸者が、 いました けれど、 

い つも 男の 言う こと 聞きす ぎて、 田舎 まわりの 旅役者 

にだ まされ、 この 土地に 居られ なくなり、 いま は As 

という 温泉 場で、 温泉 芸者して いる 害です、 という 答 

えであった。 

「そうか。 浪は、 昔から、 そういう 子 だつ たんだ ご な 

ぞと、 知った かぶり をして、 けれども 私 は 暗い 気持で 

あった。 そのまま 帰った ので あるが、 なんの こと はな 

い、 私 は A 市まで、 滝 を 見に 行って 来たよう な もので 

あった。 

けれども 私 は、 浪を 忘れなかった。 忘れる どころ か、 



いよいよ 好きに なった、 旅役者に だまされ ると は、 な 

ん という ロマンチック。 偉い と 思った。 凡俗で ない と 

思った。 必ず、 必ず、 As という、 その 温泉 場へ 行つ 

て、 浪を、 ほめて あげようと 思った。 

それから 三年 経って、 私 は 東京の 大学へ はいり、 喫 

茶店 や、 バァの 女と も識る 機会 を 持った が、 や はリ浪 

を 忘れ 得なかった。 そのと しの 暑中休暇に、 故郷へ 帰 

る 途中、 汽車が その As という 温泉 場へ も 停車した の 

で、 私 は、 とっさの 中に 覚悟 をき め、 飛鳥の 如く 身 を 

おど 

躍らせて 下車して しま つ た。 

その 夜、 私 は： K と 逢った。 浪は、 太って、 ずん ぐり 



して、 ちっとも 美しくなかった。 私 は、 やたらに 酒 を 

呑んだ。 酔って 来たら、 多少 ロマンチックな 気持 も 

蘇って 来て、 

「あなた は 十 年 まえに、 馬に 乗って、 K という 村に 来 

たこと、 なかった かね？」 

「あった わご 女 は、 なんでも 無 さそう にして 答えた。 

私 は 膝 を 大いにす すめて、 そのと き、 あなたの 踊つ 

た 藤 娘 を、 僕 は 見て いた。 十二のと きだった。 それ か 

ら、 あなた を 忘れられない。 苦心して、 あなたの 居所 

さがし 廻って、 私 は、 いま 十 年ぶりで、 やっと、 あな 

たと 逢う ことができ たの だ。 と 言って いるう ちに、 や 



はり 胸が 一 ぱいに なって 来て、 私 は 泣きた くな つて 来 

た。 

「あなた は、 それじゃ、」 温泉 芸者 は、 更に 興 を 覚えぬ 

様子で、 「T さんのお 坊ちゃんな の？」 と、 ぶっきら ぼ 

うな 尋ね かた をした。 

私 は、 そうだと 答えたかった の だけれ ど、 そうする 

と、 なんだか お金 持の 子供 を 鼻に かける ようで 私の 口 

マン チックな 趣味に 合わなかった から、 いやち がう、 

僕 は あの 家の 遠縁に 当る 苦学生で あるが、 そんな こと 

は、 どうで もい い、 十 年ぶりで やっと 思いが 叶って 逢 

えたの だ。 今夜 は、 この 宿へ 泊って 行きなさい、 ゆつ 
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